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平成 25 年 10 月 30 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

JR 東日本との共生事業 
小千谷水力発電記念館（仮称）の整備について 

 

小千谷市は、平成 22 年 11 月にＪＲ東日本との共生策の一つとして「小千谷

水力発電記念館（仮称）」の整備を提案し、これまで両者で協議を重ねてきまし

た。  
この度、同施設の整備概要が取りまとまりましたのでご報告いたします。 
併せて、市社会教育施設「市民の家」を改築し、同施設と一体となった整備

を行ってまいります。概要は、次のとおりです。 
 

◆ 「小千谷水力発電記念館（仮称）」 

□建設予定地 

   ・市民の家敷地内（小千谷市大字山本 1195 番地１ほか） 
□建物の規模 
・鉄骨又は鉄筋コンクリート造平屋建  床面積：約 500 ㎡程度 
□小千谷水力発電記念館（仮称）のコンセプト 

・電気のふるさと信濃川を地域・首都圏の人々にＰＲ 
・河川環境と水力発電の調和、地元地域との共生 
・クリーンエネルギー源としての水力発電のアピール 
・発電所の歴史の紹介 
□タイムスケジュール 

   ・平成 25 年度    整備構想協議・検討 
   ・平成 26 年度    設計委託 
   ・平成 27 年度～ 

28 年度   建設工事・供用開始 

 
◆ 市民の家（小千谷市社会教育施設）の改築について 

この水力発電記念館の建築に合わせ、老朽化した市民の家を改築し、水

力発電記念館と一体的に整備する。  
□建物の規模  
・鉄骨又は鉄筋コンクリート造２階建 延床面積：約 800 ㎡程度 

            （小千谷水力発電記念館との共用施設分を含む） 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市企画政策課 担当／遠藤・近藤 

TEL：0258-83-3507  FAX:0258-83-2789 E-mail：plan-ms@city.ojiya.niigata.jp 
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 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

第 33 回小千谷市展の一般公開について 

 

第 33 回小千谷市展の作品を展示します。 

市内外の出品者より芸術の秋にふさわしい力作の数々を展示します。 

菊花・盆栽・生け花・絵手紙を展示した総合文化展も同時開催。 

作品展示は 11 月 1 日（金）～4 日（月・休）の期間の午前 9 時から午後 6 時まで公

開します。（4 日は午後 5 時まで） 

今年は風船でデコレーションされた写真撮影コーナーが登場。バルーンアートによる

夢の世界で年賀状写真はいかがですか？ 

 

 

■日  時／11 月 1 日（金）～4 日（月・休） 

午前 9 時～午後 6 時（4 日最終日は午後 5 時まで） 

■会  場／東小千谷体育センター(勤労青少年ホーム隣接） 

■展示内容／ 

 ◆市展＝日本画、水墨画、洋画・版画、書道、写真、工芸・彫塑 

 ◆総合文化展＝菊花、盆栽、生け花、絵手紙 

 ◆バルーン設営＝4 日午後 1 時まで（1 時から展示した風船をプレゼントします） 

■入場無料 

■表彰式／11 月 3 日(日）午前 10 時～勤労青少年ホーム軽運動場 

本件に関するお問合せ先／小千谷市生涯学習スポーツ課生涯学習係 担当／佐藤・篠田

TEL：0258-83-0077  FAX:0258-83-0078 E-mail：syougai@city.ojiya.niigata.jp 
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新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

茶郷川治水協議会 
視察研修を行います 

 

 市の中心市街地を流れる一級河川「茶郷川」は、豪雨の都度、流域各所で洪水被害が

発生し、治水対策が強く望まれています。 

 平成 24 年 12 月には、中・下流域の町内会などの協力を得て、茶郷川治水協議会を設

立しました。当協議会では、一日も早く茶郷川の改修が新潟県の河川整備計画に登載さ

れ、治水対策事業が着手されるよう、関係者の合意形成に向けて各種事業に取り組んで

います。その一環として、このたび平成 25 年度視察研修を実施することとなりました

ので、お知らせします。 

 

 

■日時 

 11 月 6 日（水）午後 1 時 小千谷市役所出発 

         午後 5時 30 分ころ 小千谷市役所帰着 

 

■視察先 

 郷本（ごうもと）川 （長岡市） 

  長岡市和島支所にて研修後、現地視察を予定しています。 

 

 

 【郷本川について】 

  二級河川「郷本川」は、旧和島村と旧三島町の境界の笠抜（かさぬき）山付近に源

を発し、その流域は、旧和島村を中心に、上流域には出雲崎町、下流域には旧寺泊町

の一部が属しています。 

  これまで、幾多の豪雨により市街地において浸水被害が発生し、現在、郷本川水系

河川整備計画（平成 17 年 4 月）に基づき、新潟県が改修事業を進めています。 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市建設課管理克雪係 担当／渡辺・真島・山田 

TEL：0258-83-3514  FAX:0258-83-2789 E-mail：kensetus@city.ojiya.niigata.jp 
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 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

農産物加工講座を開催します 

 

小千谷市では、農業の 6 次産業化の推進を図るため、農業者をはじめとした市民を対

象に農産物加工講座を開催いたします。 

 講座の第２回目では、地元の食材を地域の味にする農産加工づくりでご活躍されてい

る「小池手造り農産加工所(有) 取締役会長 小池芳子氏」からご講義をいただきます。

小池氏は生産者と共に手造りされた安心安全な美味しい食品を消費者に提供すること

を通じて、農と食の大切さを広く消費者に伝え、中山間地域の保全と人の命と営みが尊

ばれる社会の実現に寄与するといった理念を持たれ会社経営をされています。 

 

 

■日程など 

 日 時／会 場 内 容 講 師 

第

１

回 

11 月 20 日（水） 

13:00～16:30 

農業管理センター 

(千谷川) 

～販売力アップの手法～ 

 

～衛生管理～ 

 

グローカルマーケティング㈱ 

代表取締役 今井 進太郎氏 

長岡地域振興局 

健康福祉環境部 

第

２

回 

11 月 27 日（水） 

13:00～16:30 

サンラックおぢや 

（桜町） 

～安心、安全でおいしい農産

物加工品～ 

 

小池手造り農産加工所(有) 

取締役会長 小池 芳子氏 

第

３

回 

12 月 4 日（水） 

9:00～15:00 

小千谷市役所発着 

～農産物加工施設見学等～ 

・里山かあちゃん工房 見学

・多菜田 見学及び昼食 

・こだわり屋 見学 

長岡市 

・里山かあちゃん工房（浦瀬）

・多菜田（山古志） 

・こだわり屋（山古志） 

■参加料  1,200 円（第 3 回目 昼食代）  

■その他  3 回目のみ申込者が 20 名を超えた場合 1 団体 3 名を上限として、調整さ

せていただきます。 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市農林課農村支援係 担当／高橋・細川 

TEL：0258-83-3510  FAX:0258-83-2789 E-mail：nourin-nk@city.ojiya.niigata.jp 
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